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「通学時の負担軽減に関する取組」について 

 

 

平素より足立区の教育活動の充実・発展に向けて、ご理解とご協力をいただきありが

とうございます。 

家庭学習に必要のない教科用図書等を学校に置いていく、いわゆる「置き勉」に関し

て、小学校においては、通学用鞄はランドセルに限らず、児童の携行品の状況に応じて、

軽い鞄でも通学が可能なことや、小中学校で使用する絵の具セットや書道セット等の持

ち帰りについては、保護者の任意とすること等の通知を各学校に発出し、周知、徹底し

ておりますが、保護者の皆様から「置き勉」についてのご意見を多数いただいておりま

す。 

そこで、この度、足立区立学校で実施している「通学時の負担軽減に関する取組」につ

いて、その一端をご紹介するプリントを作成いたしましたのでご確認ください。 

教育基本法第１０条１項には、お子様の教育について「父母その他の保護者は、子の

教育について第一義的責任を有するものであって、生活のために必要な習慣を身に付け

させるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るよう努めるものとす

る」との記載がございます。「置き勉」「携行品」「教科用図書」の持ち帰り等について、

ご家庭でお子様と確認したり、話し合ったりする機会を設けていただきますようお願い

します。 

 

１ 小学校のおけるいわゆる「置き勉」の取組状況について 

児童の負担軽減の観点から、すべての小学校において、「置き勉リスト」を作成し、 

 そのリストを基に、「置き勉」を実施しております。 

 

２ 中学校におけるいわゆる「置き勉」の取組状況について 

（１）小学校同様、教科用図書等を学校に置いて帰ることができます。 

（２）教科用図書等を用いた自宅学習や定期考査、単元テスト等の準備のため、教科用図 

書を適宜持ち持ち帰ることもあります。 

（３）中学校では、教科用図書等の持ち帰りを含め、何事も自分で必要なものを考え準備

し、行動することも大切です。 

 

 

【お問い合わせ先】 

 教育指導課 電話（３８８０）５９７４ 

 
 


